
５

月

21
日

、

東

陽

町

西

友

前

な

ど

区

内

４

カ

所

で

共

産

党

区

議

団

と

あ

ぜ

上

三

和

子

都

議

が

参

加

し

て

、

戦

争

法

案

に

反

対

す

る

宣

伝

に

取

り

組

み

ま

し

た

。安

倍

自

公

政

権

は

、

集

団

的

自

衛

権

行

使

容

認

を

具

体

化

す

る

た

め

の

法

案

を

今

国

会

に

提

出

し

、

８

月

ま

で

に

成

立

さ

せ

る

と

い

う

危

険

な

動

き

を

強

め

て

い

ま

す

。

二

度

と

戦

争

を

し

な

い

と

誓

っ

た

平

和

憲

法

を

壊

し

、

海

外

で

戦

争

す

る

国

へ

と

突

き

進

む

暴

走

政

治

は

許

さ

な

い

！

力

を

合

わ

せ

て

世

論

と

運

動

を

大

き

く

広

げ

ま

し

ょ

う

と

、

代

わ

る

が

わ

る

に

マ

イ

ク

を

に

ぎ

り

訴

え

ま

し

た

。

「

戦

争

法

案

を

廃

案

に

」

と

１

４

３

人

の

方

が

署

名

に

応

じ

て

く

れ

ま

し

た

。

江

東

か

ら

１

２

０

６

筆

の

署

名

が

、

党

国

会

議

員

団

に

手

渡

さ

れ

ま

し

た

。

梅
雨
時
な
の
に
真
夏
の
よ

う
な
炎
天
下
。
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

安
倍
政
権
！
６
・
13
大
集

会
に
、
江
東
の
仲
間
と
共

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
▼

安
倍
政
権
が
「
戦
争
法
案
」
の
根

拠
と
し
て
い
る
集
団
的
自
衛
権
な

る
も
の
は
、
そ
も
そ
も
、
１
９
４

５
年
当
時
の
資
本
主
義
国
や
ソ
連

が
植
民
地
と
従
属
国
の
支
配
権
を

守
る
た
め
に
、
国
連
憲
章
第
51
条

に
押
し
込
ん
だ
も
の
で
す
▼
そ
の

後
、
冷
戦
構
造
の
も
と
で
は
、
米
・

ソ
を
盟
主
と
す
る
軍
事
同
盟
が
網

の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
次
々
と
独
立
し

た
１
３
２
カ
国
も
の
非
同
盟
諸
国

が
共
存
共
栄
の
地
域
平
和
共
同
体

を
つ
く
り
、
現
在
は
世
界
の
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
▼
こ
の
よ
う
な

歴
史
に
逆
行
し
て
、
米
国
に
追
従

す
る
軍
事
同
盟
に
固
執
す
る
安
倍

政
権
の
暴
走
は
、
世
界
に
先
駆
け

て
戦
争
放
棄
し
た
憲
法
９
条
の
光

に
射
す
く
め
ら
れ
て
、
憲
法
学
者

は
も
と
よ
り
歴
代
自
民
党
幹
部
や

自
党
議
員
か
ら
も
糾
弾
さ
れ
て
い

ま
す
▼
世
論
と
乖
離
し
た
国
会
多

数
派
の
策
動
を
封
じ
、
立
憲
主
義

と
民
主
主
義
を
守
る
主
権
者
と
し

て
の
国
民
的
共
同
の
た
た
か
い
が

始
ま
り
ま
し
た
。
平
和
都
市
宣
言

の
江
東
区
で
は
、
９
条
運
動
に
関

わ
っ
て
き
た
有
志
が
「
戦
争
法
案
、

ぶ
っ
潰
せ
江
東
行
動
」
の
狼
煙
を

あ
げ
ま
し
た
。
「
う
ち
の
子
も
よ

そ
の
子
も
戦
争
に
は
だ
さ
ん
！
憲

法
９
条
守
れ
！
」
と
安
倍
首
相
へ

の
紙
皿
ハ
ガ
キ
や
署
名
へ
の
協
力
、

賛
同
者
募
集
と
共
に
、
７
月
18
日

の
大
集
会
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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冒
頭
、
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た

「
考
え
る
会
」
の
共
同
代
表
世
話

人
の
宇
都
宮
健
児
弁
護
士
は
、
安

倍
政
権
の
「
戦
争
す
る
国
」
づ

く
り
に
同
調
す
る
「
教
育
再
生

首
長
会
議
」
に
山
崎
区
長
が
加

盟
し
、
右
翼
の
「
日
本
会
議
」

所
属
の
区
議
等
の
策
動
で
、
侵

略
戦
争
美
化
と
憲
法
改
悪
を
す

す
め
る
教
科
書
採
択
が
狙
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
糾
弾
。

東
京
大
空
襲
で
10
万
人
も
犠

牲
に
な
っ
た
「
平
和
都
市
宣
言
」

の
江
東
区
の
子
ど
も
た
ち
に
、

こ
の
よ
う
な
歴
史
・
公
民
教
科

書
を
渡
し
て
は
な
ら
な
い
と
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

俵
義
文
氏
は
、
「
戦
争
を
す
る

国
」
づ
く
り
と
、
教
科
書
問
題
は

表
裏
一
体
で
「
戦
争
を
す
る
国
の

人
」
づ
く
り
の
た
め
に
、
安
倍
首

相
の
偏
っ
た
歴
史
観
を
押
し
付
け

よ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
し
ま
し

た
。ま

た
防
衛
省
が
作
成
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真

は
最
新
戦
闘
機
や
戦
車
、
戦
闘
シ
ー

ン
で
、
全
国
の
学
校
に
配
布
さ
れ

て
い
る
と
の
紹
介
に
、
会
場
か
ら

は
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

「
考
え
る
会
」
は
、
７
月
２
日

ま
で
の
教
科
書
の
展
示
会
に
行
き

「
育
鵬
社
・
自
由
社
の
教
科
書
を

採
択
し
な
い
よ
う
に
、
意
見
を
書

き
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
そ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

改
選
後
初
め
て
の
区
議
会
定
例

会
が
６
月
９
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
共
産
党
区
議
団
は
公
約
・
、

区
民
要
求
の
実
現
め
ざ
し
力
を
尽

く
し
て
い
ま
す
。

大
つ
き
か
お
り
議
員
の
本
会
議

質
問
で
は
「
戦
争
法
案
」
に
つ
い

て
、
国
会
審
議
を
通
じ
て
も
「
憲

法
違
反
」
は
明
ら
か
で
あ
り
、
廃

案
を
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
「
憲

法
９
条
に
基
づ
く
外
交
戦
略
の
確

立
」
「
区
の
平
和
事
業
の
拡
充
」

な
ど
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

夏
の
中
学
校
教
科
書
採
択
に
つ
い

て
「
正
し
い
戦
争
」
を
や
っ
た
な

ど
「
ゆ
が
ん
だ
歴
史
認
識
を
教
育

に
持
ち
込
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
」

と
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
「
戦
争
法
案
」
に
つ
い

て
、
政
府
見
解
を
容
認
す
る
答
弁

に
終
始
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
改
悪
問
題
、
昭
和

大
学
江
東
豊
洲
病
院
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

そ
え
や
良
夫
議
員
は
、
今
年
４
月

か
ら
改
定
さ
れ
た
介
護
保
険
に
つ
い

て
「
要
支
援
者
に
必
要
な
介
護
を
保

障
す
る
体
制
を
作
る
こ
と
」
「
介
護

労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
の
仕
組
み

を
作
る
こ
と
」
「
介
護
保
険
料
の
引

き
下
げ
」
な
ど
、
国
庫
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
を
含
む
制
度
の
抜
本
的
改

善
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
基
本
的
に
制
度
改
定
を
容
認

し
て
い
ま
す
が
、
「
保
険
料
の
上
昇

幅
を
で
き
る
だ
け
抑
制
」
と
の
答
弁

な
ど
、
負
担
が
大
変
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
「
消
費
税
増
税
と
中
小

企
業
支
援
に
つ
い
て
」
と
「
区
の
ス

ポ
ー
ツ
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
」
質

問
し
ま
し
た
。

山
本
真
議
員
は
大
問
題
と
な
っ

て
い
る
労
働
法
制
の
改
悪
問
題
に

つ
い
て
、
自
ら
が
区
の
非
常
勤
職

員
と
し
て
働
い
て
い
た
経
験
を
交

え
な
が
ら
「
非
正
規
労
働
者
が
3

人
に
１
人
と
い
う
実
態
を
異
常
と

認
識
し
て
い
る
か
」
と
区
の
認
識

を
質
し
、
区
が
正
規
労
働
者
を
減

ら
し
て
非
正
規
に
置
き
換
え
て
い

る
実
態
な
ど
も
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
必
要
な
職
員
の
正
規
雇
用
、

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
、
公
契
約

条
例
の
制
定
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
ほ
か
に
、
保
育
園
の

増
設
・
保
育
料
引
き
下
げ
な
ど
保

育
問
題
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

中
止
、
バ
ス
路
線
の
改
善
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

区
議
会
定
例
会

公
約
・
区
民
要
求
の
実
現
へ

「
戦
争
法
案
」
は
廃
案
に

介
護
保
険
制
度
改
悪
に

反
対
を

１万６千名が結集した大集会（東京臨海防災公園）に駆け付けた江東区のみなさん

日
本
を
戦
争
す
る
国
に
す
る
な
！

共
産
党
区
議
団
が
、
街
頭
宣
伝

「

戦

争

す

る

国

」

づ

く

り

の

た

め

の

教

科

書

の

採

択

を

許

さ

な

い

江
東
区
中
学
校
教
科
書
採
択
を
考
え
る
会

今

年
は

、

４
年

毎

の
中

学

校
の

教
科

書

選
定

が

行
わ

れ

ま
す

。

５
月

27
日

、

俵

義

文

氏

（

教

科

書
ネ

ッ

ト

21
・

事

務

局

長

）

が

「

中

学

校

歴
史

・

公

民

教

科

書

採

択

を

考

え
る

」

─

江

東

区

の

子

ど

も

た

ち

に

戦

争

を
美

化

し

、

日

本

国

憲

法

を

ゆ

が
め

る

教

科

書

を

渡

さ

な

い

た

め

に

─

を

テ
ー

マ
の

学

習
会

が

お
こ

な

わ
れ

１
２

０

名
が

参

加
し

ま

し
た

。

「労
働
法
制
の
改
悪
」許
さ
ず

「戦争法案に廃案に」と訴えるあぜ上三和子都議と共産党区議団

カレンダーの戦闘写真を説明する俵義文氏



江
東
民
商
は
、
景
気
が
低
迷
す

る
中
で
「
消
費
税
が
転
嫁
で
き
な

い
」
「
保
険
を
解
約
し
預
金
も
使

い
果
た
し
た
」
「
入
院
を
勧
め
ら

れ
た
が
休
ん
で
い
ら
れ
な
い
」
な

ど
中
小
業
者
の
切
実
な
声
を
取
り

上
げ
、
消
費
税
増
税
中
止
を
は
じ

め
、
業
者
の
営
業
と
暮
ら
し
を
守

る
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

上
原
譲
会
長
は
、
「
安
倍
政
権

の
暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、

区
内
の
共
闘
組
織
と
連
帯
し
運
動

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
組
織
拡
大

に
も
力
を
入
れ
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
！
」
と
決
意
表
明
。

江
東
区
内
で
は
民
商
の
対
象
業

者
は
約
9
千
5
百
人
。
総
会
で
は

対
象
業
者
比
５
％
の
会
員
、
商
工

新
聞
読
者
数
で

10
％
を
め
ざ
す
組

織
拡
大
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

７月18日（土）13:30～16:30
（開場13:00）(資料代500円）

江東文化センターレクホール

戦争法案ぶっ潰せ江東行動
１０００人パレード

７月２５日（土）
17:00～（開場16:30）

猿江公園

戦争法案ぶっ潰せ

主催 江東行動実行委員会

名
越
議

長
の
開

会
挨
拶

で
は
、

安
倍
政
権

の
改
憲

・
戦
争

国
家

づ
く
り
と

大
企
業

優
先
・

労
働

者
雇
用
と

生
活
破

壊
と
い

う
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
批
判
。

国
会
で
は
「
労
働
者
派
遣
法
」

改
悪
や
「

残
業
代

ゼ
ロ
法

案
」

な
ど
の
労

働
法
制

改
悪
と

集
団

的
自
衛

権
行
使

を
具
体

化
す
る

戦
争
法

案
を
強

行
す
る

構
え
に

対
し
て

、
労
働

者
の
連

帯
し
た

運
動
で

阻
止
し

て
い
こ

う
！
と

訴
え
ま

し
た
。

ま
た

、
職
場

組
織
と

共
同
し
て
江

東
区

か
ら

「
ひ
と

り
ぼ
っ

ち
の
労

働
者
を

な
く
そ

う
」
を

合
言
葉

に
未
組

織
労
働

者
の
組

織
化
、

職
場
組

織
の
強

化
、
次

世
代
の

労
働
組

合
運
動

の
担
い

手
の
育

成
に
全

力
で
取

り
組
も

う
と
強

調
さ
れ

ま
し
た
。

大
会

宣
言
で

は
、
今

大
会
成

功
を
基

礎
に
、
区

内
で
働
く

34

万
人
の
労
働
者
を
視
野
に
入
れ
、

24
万
人
を
超

え
る
未

組
織
労
働

者
の
組

織
化
と

総
対
話

を
す
す

め
て
「

地
域
を

変
え
、

職
場
を

守
る
」

地
域
労

働
運
動

の
発
展

と
、
区

内
の
共

同
を
広

げ
、
江

東
区
で

働
き
、

生
活
す

る
仲
間

と
の
要

求
実
現

の
た
め

に
全
力

を
あ
げ

る
こ
と

が
確
認

さ
れ
ま

し
た
。
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概説

明治になってからの洪水と津波による大

水害をあげておきます。

1880(明治13)年10月４日、南関東をおそっ

た台風で深川区では、倒壊家屋75戸、死者

１人、負傷者３人、行方不明２人。

1884(明治17)年9月15日の暴風雨で深川区

内で、全壊70戸、死者１人。

1897(明治30)年９月９日の水害では、洲

崎弁天の海岸堤防が決壊し、隅田川の氾濫

で深川区内は、全壊27戸、破損300余戸、

床上浸水2,435戸。

1899(明治32)年10月７日の暴風雨で深川

区内は、倒壊17戸、破損230戸、浸水5,500

戸。

1907(明治40)年８月24日、大暴風雨は死

者459人をだし、25日に小名木川が溢れて

沿岸一帯は海と化し、浸水家屋7,592戸。

錦糸町駅近くに住んでいた伊藤左千夫は

「洪水俄かに家を浸し、床上二尺に及びぬ」

と「水籠十首」を詠みます。

1910(明治43)年８月、連日の豪雨で河川

が氾濫し、城東全域で浸水家屋18,803戸、

深川でも約3,000戸に達しました。10日か

ら13日までがひどく、陸海軍が救援に出動。

三井同族会や三菱は米の炊き出し、赤十字

社は伝染病からの救援診療をしました。

翌年７月26日の午前３時ごろ、津波で洲

崎弁天町遊廓の海岸堤防は約1.6キロにわ

たり決壊し、海水が人家をおそい、死者49

人。海に面していた貸座敷「新猿江」では、

家族、遊客、遊女ら22人が死亡。越中島の

商船学校では、機関工場や艇倉庫が破壊さ

れ、練習船「明治丸」は陸上に打ち上げら

れてしまいました。

内務省はこれらの水害を直面して根本的

な対策がせまられました。放水路をつくり、

荒川の水を直接東京湾に流して江東地区を

水害から防ぐ計画がたてられ、この工事が

始まったのは1913（大正２)年です。

明

治

43
年

の

水

害

（

本

所
三

ツ

目

通

り

） （45）

「明治の洪水と津波」

お
知
ら
せ

○
７
月
６
日
（
月
）
『
標
的
の

村
上
映
』
（１
０
０
０
円
）江
東
区

文
化
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル
（14

時
30
分
〜
・19
時
〜
の
２
回
上

映
）○

７
月
９
日
（
木
）
『
９
の
日
宣

伝
行
動
』
区
内
７
駅
他

○
７
月
15
日
『
戦
争
法
案
阻
止

ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
』
東
陽
町
駅
前

17
時
30
分
〜
19
時
30
分

５
月
31
日
、
江
東
区
労
連
第
25
回
定
期
大
会
が
東
京
土
建
江
東

支
部
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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定
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大

会

江

東

民
主

商

工
会

第

70
回

定
期

総
会

６
月
７
日
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
江
東
民
主
商
工
会
第

70
回
定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

５

月

20
日

、

江

東

革

新

懇

は

東

陽

町

駅

前

に

て

「

侵

略

戦

争

を

美

化

す

る

育

鵬

社

・

自

由

社

版

の

教

科

書

採

択

を

許

す

な

」

と

宣

伝

行

動

を

行

い

ま

し

た

。

2015年度の新役員紹介

江東民商総会であ いさつする上原会長

宇都宮健児さんの講演

６
月
９
日
（
火
）
12
時
よ

り
東
陽
公
園
で
、
江
東
区
社

会
保
障
推
進
協
議
会
主
催
の

「
第
20
回
花
咲
デ
モ
」
が
雨

の
中
敢
行
さ
れ
、
14
団
体
２

５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
の
決
意
表
明

と
集
会
ア
ッ
ピ
ー
ル
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
こ
れ
以
上
社

会
保
障
を
崩
壊
さ
せ
な
い
、

政
府
が
進
め
て
い
る
戦
争
法

案
を
廃
案
に
す
る
た
め
大
き

な
反
対
運
動
を
取
り
組
も
う

と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
後
区
役
所
ま
で
デ
モ

行
進
を
行
い
、
江
東
区
に
要

求
の
請
願
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

雨の中区役所までデモ行進
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